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（1）  第501号（改版第4号） 2010年（平成22年）　夏号婦人ひめじ

第
43
代
お
城
の
女
王
に
選
ば
れ

た
熊
田
佳
那
子
さ
ん
・
奥
野
あ
ゆ

み
さ
ん
・
赤
坂
菜
穂
さ
ん
の
３
名

が
７
月
９
日
連
合
婦
人
会
事
務
局

に
来
ら
れ
ま
し
た
。

有
馬
会
長
、
河
南
・
岩
・
竹
中

副
会
長
が
出
迎
え
、
祝
辞
を
述
べ

ま
し
た
。

第
43
代
お
城
の
女
王
は
８
月
７

日
の
お
城
ま
つ
り
で
発
表
さ
れ
、

一
年
間
姫
路
市
の
顔
と
し
て
務
め

ら
れ
ま
す
。

第
43
代 

お
城
の
女
王

連
合
婦
人
会
事
務
局
を
表
敬
訪
問

お
城
ま
つ
り

 

総
踊
り
に
参
加

お
城
ま
つ
り

 

総
踊
り
に
参
加

８
月
３
日
㈫
有
馬
会
長
と

河
南
・
岩
・
竹
中
副
会
長
は

市
役
所
を
訪
問
し
、
石
見
利

勝
姫
路
市
長
、
前
田
敏
則
交

流
振
興
局
長
ら
と
婦
人
会
活

動
や
市
の
施
策
な
ど
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

連
合
婦
人
会
の
正・副
会
長

　
　
　
　石
見
利
勝
市
長
と
懇
談

連
合
婦
人
会
の
正・副
会
長

　
　
　
　石
見
利
勝
市
長
と
懇
談

８
月
７
日
㈯
第
61

回
姫
路
お
城
ま
つ
り

で
、
恒
例
の
総
踊
り

が
開
催
さ
れ
、
連
合

婦
人
会
か
ら
３
百
人

が
参
加
し
ま
し
た
。

姫
路
市
連
合
婦
人

会
の
マ
ー
ク
の
入
っ

た
真
っ
赤
な
ハ
ッ
ピ

姿
と
情
緒
た
っ
ぷ
り

の
浴
衣
姿
で
播
州
音

頭
を
披
露
し
ま
し

た
。



2010年（平成22年）　夏号 第501号（改版第4号）  （2）婦人ひめじ

◎
9
月
26
日
㈰
の
兵
庫
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

▲多数の来賓を迎えての開会式

▲総合優勝の別所Aチーム

▲英賀保Aチーム

▲勝原丁チーム

▲選手宣誓を行う英賀保Aチームの
藤井キャプテン

Aブロック

Bブロック

Cブロック

Dブロック

英賀保A

別所A

網干

勝原丁

大塩東ノ丁

勝原下太田

広峰北平野

大塩中ノ丁

広畑A

広畑第二

城北

英賀保B

優勝 準優勝 3位

６
月
19
日
㈯
姫
路
市
立
中
央
体
育
館
で
、
第
24
回
姫
路
市
連
合

婦
人
会
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

石
見
利
勝
姫
路
市
長
、
山
下
昌
司
姫
路
市
議
会
議
長
、
松
本
剛

明
衆
議
院
議
員
・
赤
松
正
雄
衆
議
院
議
員
な
ど
多
数
の
来
賓
を
迎

え
て
の
開
会
式
の
後
、
12
校
区
18
チ
ー
ム
が
６
月
12
日
㈯
に
行
わ

れ
た
キ
ャ
プ
テ
ン
会
議
で
の
抽
選
会
で
決
定
し
た
A
、
B
、
C
、

D
の
４
ブ
ロ
ッ
ク
に
分
か
れ
て
対
戦
し
、
最
後
に
別
所
校
区
の
別

所
A
チ
ー
ム
が
総
合
優
勝
杯
を
手
に
し
ま
し
た
。

23

姫
路
市
地
区
赤
十
字
の
つ
ど
い

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動 

姫
路
市
推
進
大
会

く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
研
修
会

県
婦
人
大
会
が
淡
路
市
で
開
催

社
会
福
祉
協
議
会

福
祉
推
進
委
員
会

（3）  第501号（改版第4号） 2010年（平成22年）　夏号婦人ひめじ

５
月
７
日
㈮
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ

あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
に
お
い
て
開

催
さ
れ
た
姫
路
市
地
区
赤
十
字
の

つ
ど
い
は
、
岩
艶
子
副
会
長
の

「
赤
十
字
奉
仕
団
員
の
信
条
」
朗

読
、
日
赤
姫
路
市
地
区
長
の
石
見

市
長
の
挨
拶
、
ひ
め
じ
赤
十
字
奉

仕
団
委
員
長
の
有
馬
妙
子
婦
人
会

長
の
挨
拶
で
始
ま
り
ま
し
た
。

各
校
区
か
ら
参
加
し
た
３
０
０

名
の
奉
仕
団
員
は
、「
ひ
ょ
う
ご

の
赤
十
字
こ
の
一
年
２
０
０
９
」

の
ビ
デ
オ
上
映
、
日
赤
兵
庫
県
支

部
救
急
法
指
導
員
に
よ
る
救
急
法

講
習
の
後
、
健
康
運
動
指
導
士
の

小
川
涼
子
氏
に
よ
る
「
健
康
づ
く

り
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
」
の
講
演
を
お

聞
き
し
ま
し
た
。

７
月
８
日
㈭
平
成
22
年
度
兵
庫

県
婦
人
大
会
が
淡
路
市
立
し
づ
か

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
、
姫
路
市
連

合
婦
人
会
か
ら
45
名
が
大
型
バ
ス

で
参
加
し
ま
し
た
。

「
ま
い
コ
ル
セ
ッ
ツ
」
に
よ
る

バ
ン
ド
演
奏
で
始
ま
っ
た
大
会

は
、
北
野
美
智
子
県
連
合
婦
人
会

長
の
挨
拶
、
表
彰
式
の
後
、
井
戸

敏
三
兵
庫
県
知
事
に
よ
る
「
新
兵

庫
の
再
生
へ
」
と
題
し
て
の
講
演

に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

行
き
帰
り
の
バ
ス
の
中
で
は
、

姫
路
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
か
ら

お
借
り
し
た
ビ
デ
オ
「
金
融
犯
罪

の
タ
ネ
と
仕
掛
け
」「
お
年
寄
り

の
安
全
生
活
術
」
を
視
聴
し
学
習

し
ま
し
た
。

７
月
21

日
㈬
姫
路

キ
ャ
ス
パ

ホ
ー
ル
に

お
い
て
福

祉
推
進
委

員
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

連
合
婦
人
会
か
ら
、
有
馬
会
長

は
じ
め
多
数
の
理
事
が
参
加
し
ま

し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
の
21
年
度
事

業
報
告
、
22
年
度
事
業
方
針
及
び

事
業
計
画
提
案
の
後
、
元
関
西
国

際
大
学
教
育
学
部
教
育
福
祉
学
科

教
授
の
成
田
直
志
氏
に
よ
る
「
安

心
し
て
暮
ら
す
地
域
づ
く
り
〜
生

活
圏
域
と
し
て
の
小
地
域
の
役
割

〜
」
と
題
し
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。「
地
域
で
み
ん
な
が
お
互

い
に
助
け
合
い
、
支
え
合
っ
て
、

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
力
を
注
い
で
く
だ
さ
い
!!
」

と
、
力
強
く
話
さ
れ
ま
し
た
。

６
月
23
日
㈬
姫
路
市
文
化
セ
ン

タ
ー
に
て
第
60
回
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
〜
犯
罪
や
非
行
を
防
止

し
、
立
ち
直
り
を
支
え
る
地
域
の

チ
カ
ラ
〜
姫
路
市
推
進
大
会
が
開

催
さ
れ
、
姫
路
市
連
合
婦
人
会
か

ら
も
有
馬
妙
子
会
長
は
じ
め
多
く

の
理
事
が
参
加
し
ま
し
た
。

社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
の
推

進
に
つ
い
て
の
実
施
要
領
が
承
認

さ
れ
た
後
、
神
戸
松
蔭
女
子
学
院

大
学
人
間
科
学
部
教
授
の
加
藤
巡

一
氏
に
よ
る
「
子
ど
も
の
明
る
い

未
来
の
た
め
に
」
と
題
し
て
の
講

演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

６
月
28
日
㈪
兵
庫
県
姫
路
生
活

科
学
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
平
成
22

年
度
く
ら
し
の
ク
リ
エ
ー
タ
ー
の

研
修
会
が
開
催
さ
れ
、
連
合
婦
人

会
か
ら
有
馬
会
長
は
じ
め
20
名
が

参
加
し
ま
し
た
。

中
播
磨
消
費
者
団
体
連
絡
協
議

会
小
國
会
長
と
生
活
科
学
セ
ン

タ
ー
岡
田
所
長
の
挨
拶
の
後
、
最

近
の
消
費
生
活
相
談
や
ク
リ
エ
ー

タ
ー
活
動
に
つ
い
て
の
情
報
提
供

を
受
け
ま
し
た
。

そ
の
後
４
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分

か
れ
て
、
今
後
の
活
動
に
つ
い
て

意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。
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▲「長々編みって？」とガヤガヤ

※お茶教室の写真が汚くなってしまうのですが？

2010年（平成22年）　夏号 第501号（改版第4号）  （4）婦人ひめじ

生 活 学 級生 活 学 級

牛
乳
パ
ッ
ク
で

　
　

 

の
し
袋
作
り

城
北
校
区

7
月
9
日
㈮
、
広
峰
公
民
館
に

て
、
肉
寿
司
・
三
つ
豆
の
献
立
で

料
理
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
夏

向
き
に
、
さ
さ
っ
と
出
来
、
ス
タ

ミ
ナ
の
出
る
寿
司
と
デ
ザ
ー
ト
に

大
満
足
。
毎
月
第
二
金
曜
日
の
料

理
教
室
は
盛
況
で
、
ご
飯
物
と
お

菓
子
の
二
品
の
献
立
で
す
。
次
回

は
9
月
10
日
㈮
中
華
ち
ま
き
と
月

餅
で
す
。

（
柳
井
菜
穂
子
）

あ
み
ぐ
る
み

「
ロ
ー
ル
ち
ゃ
ん
」

中
寺
校
区

お
茶
教
室

的
形
校
区

6
月
14
日
㈪
、
第
2
回
生
活
学

級
を
溝
口
公
民
館
で
行
い
ま
し

た
。最

初
は
「
ホ
ウ
酸
ダ
ン
ゴ
で
ゴ

キ
ブ
リ
対
策
」
と
題
し
て
姫
路
い

ず
み
会
工
藤
佐
富
北
部
支
部
長
の

お
話
を
聞
き
な
が
ら
ホ
ウ
酸
ダ
ン

ゴ
が
で
き
あ
が
り
。

次
の
テ
ィ
ッ
シ
ュ
ホ
ル
ダ
ー
の

か
ぎ
針
編
み
は
、講
師
の
小
幡
て

る
子
先
生
や
仲
間
に
助
け
ら
れ
、

少
し
ず
つ
形
が
で
き
あ
が
る
の
に

感
激
。
ト
イ
レ
ッ
ト
ペ
ー
パ
ー
を

入
れ
る
な
ん
て
も
っ
た
い
な
い
。

玄
関
に
飾
り
た
い
。

時
間
が
足
り
な
く
完
成
で
き
な

か
っ
た
の
が
残
念
だ
っ
た
が
、
楽

し
い
午
後
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
　
　
　
　（
橋
本
菜
摘
）

5
月
21
日
㈮
、
的
形
公
民
館
で

お
茶
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。
藤

正
宗
先
生
の
ご
指
導
で
、
お
茶
の

点
て
方
、
い
た
だ
き
方
を
勉
強
し

ま
し
た
。
お
菓
子
は
、
地
元
の
た

ち
ば
な
屋
さ
ん
の
富
貴
草
（
ボ
タ

ン
）
で
す
。
婦
人
会
の
皆
様
に
と

特
別
に
作
っ
て
く
だ
さ
っ
た
そ
う

で
す
。
お
茶
を
さ
れ
た
経
験
の
あ

る
方
も
初
め
て
の
方
も
い
ら
っ
し

ゃ
る
の
で
、
今
日
は
、
初
め
て
と

い
う
こ
と
で
、
茶
道
裏
千
家
と

い
う
流
儀
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

（
松
林
幸
子
）

洋
風
寿
司
に
舌
鼓

広
峰
校
区

5
月
31
日
㈪
、
城
北
校
区
婦
人

会
は
、
開
講
式
並
び
に
第
1
回
生

活
学
級
を
開
催
し
ま
し
た
。

福
崎
町
消
費
生
活
研
究
会
会
長

小
国
冷
子
先
生
を
講
師
に
お
迎
え

し
、
牛
乳
パ
ッ
ク
を
利
用
し
て
、

の
し
袋
作
り
を
指
導
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
明
る
い
色
紙
を
貼
り

付
け
れ
ば
御
祝
儀
用
、
渋
い
色
は

不
祝
儀
用
に
と
様
々
な
の
し
袋
が

出
来
上
が
り
ま
し
た
。
恒
例
の
手

作
り
ゴ
キ
ブ
リ
団
子
を
お
み
や
げ

に
、
皆
さ
ん
も
満
足
し
て
い
た
だ

い
た
と
思
い
ま
す
。

（
江
田
順
子
）

5

▲素敵に変身

▲手をつなぎ心つないでガンバロー

▲久しぶりに勉強しました

（5）  第501号（改版第4号） 2010年（平成22年）　夏号婦人ひめじ

カ
ラ
ー
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト

　
　
　
　
　 

講
座

太
市
校
区

平
成
22
年
度

　
　 

婦
人
会
活
動

広
畑
第
二
校
区

介
護
予
防

　
　
　 

体
操
教
室

城
陽
校
区

6
月
27
日
㈰
、
10
時
よ
り
、
広

二
公
民
館
に
、
高
校
教
師
の
松
浦

千
恵
美
先
生
を
お
招
き
し
て
、
健

康
教
室
を
開
き
ま
し
た
。
心
や
身

体
に
し
み
つ
い
た
歪
み
、
腰
痛
、

肩
こ
り
な
ど
の
解
消
を
図
っ
て

日
々
を
明
る
く
、
楽
し
く
過
ご
す

こ
と
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
は
じ

め
に
サ
ザ
エ
さ
ん
の
曲
に
合
わ
せ

て
楽
し
く
準
備
体
操
を
し
て
か

ら
、
腰
痛
、
肩
こ
り
に
き
く
ス
ト

レ
ッ
チ
体
操
を
教
え
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
毎
日
、
少
し
づ
つ
で
も

続
け
る
こ
と
が
大
事
で
あ
り
効
果

が
あ
る
と
の
こ
と
で
す
。

（
桝
三
枝
子
）

7
月
2
日
㈮
、
第
三
回
生
活
学

級
を
中
央
保
健
所
か
ら
、
森
口
美

奈
子
先
生
に
来
て
い
た
だ
き
「
介

護
予
防
体
操
教
室
」
を
実
施
し
ま

し
た
。

「
身
体
の
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
や

筋
力
の
低
下
が
転
倒
な
ど
を
引
き

起
こ
す
要
因
の
一
つ
だ
」
と
お
話

を
う
か
が
い
ま
し
た
。
日
頃
の
家

事
の
合
間
に
で
き
る
足
腰
の
筋
力

を
鍛
え
る
体
操
や
、
足
の
指
で

グ
ー
チ
ー
パ
ー
と
ジ
ャ
ン
ケ
ン

ご
っ
こ
。

最
後
に
皆
様
ご
存
知
の
「
ズ
ン

ド
コ
節
」
に
合
わ
せ
て
体
操
し
て

楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
ま
し
た
。

（
廣
瀬
洋
子
）

だ
ま
さ
れ
な
い
で

　
　
　 

悪
質
商
法

水
上
校
区

水
上
校
区
婦
人
会
で
は
、
7
月

15
日
㈭
に
生
活
学
級
で
悪
質
商
法

に
つ
い
て
学
習
し
ま
し
た
。
講
師

は
姫
路
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
相

談
員
の
田
中
慎
一
さ
ん
で
す
。

・「
い
り
ま
せ
ん
」
と
ハ
ッ
キ
リ

・
一
人
で
決
め
な
い

・
自
分
の
情
報
を
教
え
な
い

・
す
ぐ
に
お
金
を
振
り
込
ま
な
い

・
電
話
の
指
示
に
従
わ
ず
、
確
認

す
る
。

絶
対
に
だ
ま
さ
れ
な
い
人
に
な
る

た
め
の
心
得
を
学
び
ま
し
た
。

（
名
村
ア
ツ
子
）

6
月
25
日
㈮
、
生
活
学
級
に
、

大
橋
ひ
ろ
美
先
生
を
招
聘
。
最
初

に
、
自
分
の
似
合
う
色
を
ど
う
見

極
め
る
か
を
学
習
。
次
に
、
そ
の

似
合
う
色
の
ス
カ
ー
フ
で
雰
囲
気

を
変
え
る
結
び
方
を
教
え
て
い
た

だ
く
。

6
m
も
あ
る
布
一
枚
を
ま
と

い
、
手
品
を
見
て
い
る
よ
う
に
変

化
し
て
、
イ
ン
ド
の
サ
リ
ー
の
出

来
上
が
り
。
今
度
は
3
m
程
の
シ

ョ
ー
ル
で
、
可
憐
な
帯
結
び
を
学

習
。
和
や
か
な
中
、
大
い
に
楽
し

み
、
異
国
伝
統
の
布
の
す
ば
ら
し

さ
を
実
感
し
た
研
修
会
と
な
り
ま

し
た
。

（
是
川
節
子
）

姫路市消費生活センターは昭和50年に開設され、今年で36年目

を迎える県下でも古いセンターのひとつです。今年4月からは消費

生活相談員を5名から6名に増員し、消費生活相談業務に加えて

消費者被害の未然防止のための啓発活動にも力を入れています。

消費生活センターや、消費生活相談員の存在をより多くの市民に

知ってもらうため、消費者被害を受けやすい高齢者に対する出前

講座や、シティFM・ケーブルテレビなどを活用し、啓発を進めて

いきます。姫路地域はまだ消費生活相談員の有資格者が京阪神地

域に比べて少ない状況ですが、このような活動を通じて消費者問

題に興味を持つ方、消費生

活相談員を目指す方が増え

ればと考えています。

■問い合せ：

　姫路市消費生活センター

 （079－221－2110）

姫路市消費生活センターの取組
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校区婦人会だより校区婦人会だより
大
飯
原
子
力
発
電
所
見
学
会

城
西
校
区

ふ
れ
あ
い
敬
老
会

余
部
校
区

近
江
八
幡
水
郷
め
ぐ
り

大
塩
校
区

▲おおいり館で、ハイポーズ

5
月
26
日
㈬
、
青
葉
の
美
し
い

初
夏
の
一
日
、
会
員
43
名
は
バ
ス

で
福
井
県
ま
で
行
き
ま
し
た
。

CO2
を
25
％
カ
ッ
ト
。
エ
コ
エ
ネ

ル
ギ
ー
の
原
子
力
発
電
の
し
く
み

を
⅓
ワ
ー
ル
ド
・
原
子
力
シ
ア
タ

ー
で
説
明
を
受
け
ま
し
た
。
な
く

て
は
な
ら
な
い
電
気
を
再
確
認
。

若
狭
高
浜
エ
ル
ど
ら
ん
ど
で
、

熱
帯
雨
林
を
再
現
し
た
体
験
型
大

温
室
を
散
策
。
そ
れ
か
ら
若
狭
塗

の
せ
い
わ
箸
店
で
箸
作
り
を
体
験
。

充
実
し
た
見
学
旅
行
で
し
た
。　

（
箭
吹
美
恵
子
）

第
二
回
生
活
学
級
施
設
見
学
会

別
所
校
区

▲「何を作ろうかな」〈陶の郷にて〉

6
月
17
日
㈭
、
走
る
県
民
教
室

を
利
用
し
、
参
加
者
66
名
で
、
施

設
見
学
を
実
施
し
ま
し
た
。

午
前
中
は
、
立
杭
「
陶
の
郷
」

で
、
陶
芸
を
体
験
し
、
王
地
山
公

園
「
さ
さ
や
ま
荘
」
で
、
昼
食
を

取
り
ま
し
た
。
午
後
か
ら
は
、
城

下
町
篠
山
を
自
由
散
策
、「
人
と

自
然
の
博
物
館
」
を
見
学
し
、
梅

雨
の
合
間
の
、
好
天
に
感
謝
。

後
日
、
立
杭
で
の
作
品
が
、
焼

き
上
が
っ
て
来
る
の
が
、
楽
し
み

で
す
。
　
　
　
　
　
　（
原
雅
子
）

5
月
29
日
㈯
、
お
年
寄
り
の
長

寿
を
お
祝
い
し
敬
老
会
を
開
催
し

ま
し
た
。
和
気
あ
い
あ
い
と
食
事

を
さ
れ
る
な
か
、
地
元
の
保
育
園
、

小
学
校
児
童
、
地
域
の
皆
様
方
に

余
興
な
ど
を
披
露
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
当
日
は
自
治
会
、
婦
人

会
の
皆
さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
準
備

か
ら
後
片
付
け
ま
で
自
分
の
持
ち

場
を
把
握
し
て
行
動
す
る
姿
を
目

の
当
た
り
に
し
、
敬
老
会
を
通
し

て
人
と
人
と
の
温
も
り
を
感
じ
る

事
が
出
来
ま
し
た
。
又
、
来
年
の

敬
老
会
に
も
皆
様
方
が
お
元
気
で

参
加
さ
れ
ま
す
事
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　 

（
前
畑
弘
美
）

す 

え

さ 

と

6
月
5
日
㈯
、
二
年
に
一
度
の

恒
例
の
親
睦
バ
ス
旅
行
を
実
施
。

絶
好
の
旅
行
日
和
に
恵
ま
れ
、

二
台
の
バ

ス
は
一
路
、

近
江
路
へ
。

古
い
街

並
み
散
策

（
バ
ウ
ム

ク
ー
ヘ
ン

購
入
に
時

間
を
と
ら

れ
て
し
ま
っ
た
人
が
多
か
っ
た

…
？
）
後
、
メ
イ
ン
の
水
郷
め
ぐ

り
で
は
、
屋
形
船
の
中
で
の
昼
食
。

の
ど
か
な
風
景
の
中
、
川
面
を
吹

く
風
が
頬
に
心
地
よ
く
、
料
亭
か

ら
の
仕
出
し
弁
当
に
舌
鼓
を
う
ち

ま
し
た
。

帰
路
は
、
お
土
産
の
購
入
と
琵

琶
湖
博
物
館
見
学
。

会
員
同
士
の
つ
な
が
り
を
深
め

合
う
楽
し
い
一
日
に
な
り
ま
し
た
。

（
碇
真
知
子
）
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英
賀
保
校
区
婦
人
会
バ
ス
旅
行

英
賀
保
校
区

第
四
回

 

あ
じ
さ
い
ま
つ
り

県
民
バ
ス
研
修
旅
行

　―
エ
コ
活
動
の
重
要
性
の
再
認
識
―

四
郷（
見
野
）校
区

広
畑
校
区

七
夕
会  

―
み
ん
な
そ
ろ
っ
て
―

旭
陽
校
区

網
干
の
ゆ
か
た
祭
り
、
荒
神
さ
ん

網
干
校
区

梅
雨
の
真
っ
た
だ
中
、
毎
年
6

月
26
日
㈯
か
ら
3
日
間
、
大
覚
寺

ゆ
か
た
祭
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
中
日
の
27
日
㈰
大
覚
寺
境
内

に
て
、
荒
神
さ
ん
の
盆
踊
り
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
今
年
は
、
余
子
浜

と
垣
内
自
治
会
が
輪
番
に
な
っ
て

お
り
、
婦
人
会
や
子
供
会
の
役
員

を
中
心
に
、
ま
た
網
干
播
州
音
頭

保
存
会
の
方
々
も
加
わ
り
、
全
員

鮮
や
か
な
浴
衣
姿
で
播
州
音
頭
、

網
干
音
頭
な
ど
を
踊
り
ま
し
た
。

途
中
、
大
雨
に
み
ま
わ
れ
中
断
し

ま
し
た
が
蒸
し
暑
い
中
、
最
後
ま

で
盆
踊
り
を
楽
し
み
ま
し
た
。

（
冨
士
本
千
恵
子
）

7
月
10
日
㈯
夕
方
、
ふ
た
葉
教

室
の
七
夕
会
が
、
れ
ん
げ
保
育
園

園
庭
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
笹
飾
り

が
ゆ
れ
る
下
、
お
兄
ち
ゃ
ん
お
姉

ち
ゃ
ん
達
の
太
鼓
の
リ
ズ
ム
に
乗

り
笑
顔
の
子
ど
も
達
で
す
。
可
愛

い
色
と
り
ど
り
の
浴
衣
で
、
あ
め

や
さ
ん
、
パ
ン
や
さ
ん
、
く
じ
び

き
や
さ
ん
巡
り
も
し
ま
し
た
。
会

の
終
わ
り

は
花
火
で

す
。
キ

ラ

キ
ラ
光
る

花
火
、
ド
ー

ン
と
打
ち

上
が
る
花
火
に
大
歓
声
。

家
族
揃
っ
て
の
夏
の
楽
し
い

一
時
で
し
た
。　
　（
河
田
邦
子
）

6
月
27
日
㈰
、
四
郷
和
光
公
園

で
あ
じ
さ
い
ま
つ
り
が
開
催
さ

れ
、
市
内
か
ら
2
0
0
人
の
方
々

が
訪
れ
ま
し
た
。
四
郷
中
学
生
に

よ
る
お
茶
席
が
も
う
け
ら
れ
、
邦

楽
コ
ス
モ
ス
会
の
皆
さ
ん
に
よ
る

琴
が
奏
で
ら
れ
る
中
、
俳
句
大
会

が
催
さ
れ
ま
し
た
。
古
墳
群
を
彩

る
山
あ
じ
さ
い
は
、
数
十
種
に
お

よ
び
「
墨
田
の
花
火
」「
か
し
わ
ば
」

の
み
ご
と
さ
を
詠
う
句
が
よ
せ
ら

れ
ま
し
た
。
ま
た
こ
の
日
の
た
め

に
用
意
さ
れ
た
古
代
弁
当
も
、
大

人
気
で
し
た
。　
　（
竹
中
安
美
）

7
月
14
日
㈬
、
45
名
の
参
加
者

で
、
県
民
バ
ス
研
修
旅
行
を
し
ま

し
た
。
ま
ず
最
初
は
小
野
の
浄
土

寺
で
す
。
820
年
前
建
立
の
国
宝
阿

弥
陀
三
尊
立
像
を
拝
観
し
、
心
の

浄
化
を
し
ま
し
た
。
次
に
加
東
市

の
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
、エ
コ
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
セ

ン
タ
ー
、（
P
E
T
E
C
）
へ
向
か

い
ま
し
た
。

こ
こ
は
、
家
電
製
品
（
テ
レ

ビ
、
冷
蔵
庫
、
洗
濯
機
、
エ
ア
コ

ン
等
）
を
解
体
し
て
リ
サ
イ
ク
ル

す
る
工
場
で
す
。
先
進
の
技
術
を

駆
使
し
た
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
の

工
程
に
沿
っ
て
歩
き
な
が
ら
見
学

し
ま
し
た
。
地
球
温
暖
化
、
環
境

問
題
が
叫
ば
れ
て
い
る
現
在
、
限

り
あ
る
資
源
を
大
切
に
し
て
、
一

人
一
人
が
も
っ
と
エ
コ
活
動
に
協

力
し
た
い
と
思
い
ま
し
た
。
最
後

の
県
立
防
災
セ
ン
タ
ー
で
は
、
地

震
体
験
学
習
が
あ
り
、
地
震
の
恐

ろ
し
さ
を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

（
田
村
良
子
）

梅
雨
の
下
、
田
崎
真
珠
の
協
力

で
6
月
23
日
㈬
、
総
勢
81
名
で
吉

本
新
喜
劇
50
周
年
記
念
講
演
を
観

劇
し
ま
し
た
。
大
き
な
笑
い
の
渦

に
引
き
込
ま
れ
楽
し
い
ひ
と
時
を

過
ご
す
事
が
出
来
ま
し
た
。

帰
り
の
車
中
で
は
小
学
校
で
お

借
り
し
た
人
権
学
習
の
D
V
D
を

鑑
賞
し
た
り
有
意
義
な
研
修
旅
行

に
な
り
ま
し
た
。

（
深
津
幸
子
）
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だよりだより

17
日
㈮
　
理
事
会
　
午
後
1
時
半
〜（
婦
人
会
活
動
室
）

22
日
㈬
　
中
播
磨
・
西
播
磨
消
費
者
交
流
大
会
　
午
後
1
時
半
〜（
赤
穂
市
文
化
会
館
）

26
日
㈰
　
兵
庫
県
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会
　
午
前
10
時
〜（
高
砂
市
総
合
体
育
館
）

　
　
　
　
別
所
・
勝
原
・
英
賀
保
校
区
チ
ー
ム
が
出
場

エ
ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
、
樹
木
葬
（
※
）
と

聞
い
て
何
を
感
じ
ま
す
か
？
「
縁
起
で
も
な

い
！
」
と
言
う
前
に
自
分
が
ど
ん
な
最
期
を
迎

え
た
い
か
、
考
え
て
み
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
？

あ
い
め
っ
せ
で
は
「
人
生
の
し
め
く
く
り
講

座
〜
自
分
ら
し
い
”さ
よ
な
ら“
の
形
を
考
え
る

〜
」
を
開
催
し
ま
し
た
。（
講
師
：
関
西
大
学
人

権
問
題
研
究
室
研
究
員
　
源
　
淳
子
さ
ん
　
7

月
1
日
、
8
日
）
そ
の
内
容
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

テ
ー
マ
は
一
日
目
が
「
家
族
が
変
わ
る
、
お

墓
が
変
わ
る
〜
入
り
た
い
お
墓
、
入
り
た
く
な

い
お
墓
〜
」、
二
日
目
が
「
自
分
ス
タ
イ
ル
の
お

葬
式
と
は
？
〜
人
ま
か
せ
に
し
な
い
終
わ
り
方

〜
」
で
す
。

明
治
民
法
の
時
代
、
墓
を
守
っ
て
い
く
の
は

長
男
の
役
割
で
し
た
。
墓
だ
け
に
限
ら
ず
家
名
、

家
督
、
家
業
な
ど
す
べ
て
「
家
制
度
」
を
中
心

に
成
り
立
っ
て
い
ま
し
た
。

戦
後
「
家
制
度
」
は
廃
止
さ
れ
、
高
度
経
済

成
長
と
と
も
に
核
家
族
社
会
と
な
り
、「
シ
ン
グ

ル
で
生
き
る
」「
友
人
と
暮
ら
す
」
な
ど
、
現
在

は
さ
ま
ざ
ま
な
家
族
の
形
が
現
れ
て
き
て
い
ま

す
。
そ
し
て
男
性
も
女
性
も
自
分
ら
し
い
生
き

方
が
で
き
る
時
代
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
誰
で

も
い
き
つ
く
”人
生
の
最
期“
に
向
か
っ
て
ど
う

生
き
る
か
、「
お
墓
」「
お
葬
式
」
を
ど
う
す
る

か
に
つ
い
て
、
参
加
者
も
一
緒
に
考
え
ま
し
た
。

講
師
の
「
死
ん
だ
ら
骨
は
拾
わ
な
い
で
ほ
し

い
」「
葬
式
は
い
ら
な
い
。
集
ま
り
た
い
人
が
集

ま
れ
ば
い
い
」
と
い
う
考
え
に
参
加
者
か
ら
は

驚
き
の
声
が
あ
が
り
ま
し
た
。
他
に
宇
宙
葬
、

直
葬
（
※
）
な
ど
も
紹
介
さ
れ
、
そ
う
い
う
選

択
肢
も
あ
る
の
だ
と
い
う
こ
と
に
気
付
き
、
今

ま
で
当
た
り
前
だ
と
思
っ
て
い
た
こ
と
を
考
え

直
す
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し
た
。

ま
た
「
生
き
て
い
る
と
き
こ
そ
、
い
い
人
間

関
係
を
つ
く
っ
て
お
く
」
と
い
う
言
葉
が
印
象

に
残
っ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
お
墓
や
お
葬
式

な
ど
に
つ
い
て
は
、
残
さ
れ
た
人
た
ち
の
意
向

も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
生
前
に
「
自
分
は
こ
う
し

た
い
。
こ
う
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
を
エ

ン
デ
ィ
ン
グ
ノ
ー
ト
に
つ
け
る
な
ど
し
て
、
よ

く
話
し
合
い
、
伝
え
て
お
く
こ
と
が
大
切
だ
と

締
め
く
く
ら
れ
ま
し
た
。

あ
い
め
っ
せ
で
は
こ
れ
か
ら
も
い
ろ
い
ろ
な

講
座
を
開
催
し
ま
す
。
皆
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
参
加

く
だ
さ
い
！

今
後
の
活
動
予
定

講座の紹介

▼
九
月

2
日
㈯
〜
3
日
㈰
　
ひ
め
じ
環
境
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
午
前
10
時
〜（
大
手
前
公
園
）

3
日
㈰
　
環
境
と
美
化
の
つ
ど
い

30
日
㈯
　
姫
路
市
女
性
文
化
大
会
　
午
前
9
時
半
〜（
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
）

▼
十
月

13
日
㈯
〜
14
日
㈰
　
あ
い
め
っ
せ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
　
午
前
9
時
半
〜（
イ
ー
グ
レ
ひ
め
じ
）

17
日
㈬
　
姫
同
教
研
究
会
　
午
後
1
時
〜（
飾
磨
中
部
中
学
校
）

18
日
㈭
　
揚
善
会
表
彰
式

▼
十
一
月

3
日
㈮
　
姫
路
市
消
費
生
活
公
開
講
座
　
午
後
1
時
半
〜（
あ
い
め
っ
せ
ホ
ー
ル
）

▼
十
ニ
月

●国勢調査は、日本に住んでいるすべての人及び世帯が対象です。

●９月下旬から、調査員が世帯を訪問して調査票を配布します。

●記入いただいた調査票は、封筒に入れて封をした上で提出していただきます。

※統計法では、調査対象者が安心して調査票に記入いただけるよう、調査員をはじめとす
る調査関係者に対して，調査票の記入内容を厳重に保護することを定めています

●調査結果は、さまざまな法令で使われるほか、社会福祉、雇用対策、生活環
境の整備など、私たちの暮らしのために役立てられます。

平成22年10月１日 国勢調査を実施します

■問い合わせ先　姫路市平成22年国勢調査実施本部
　　　　　　　　TEL（079）221-1526

国勢調査員をよそおった不審な訪問者や
電話・電子メールなどにご注意ください。

「かたり調査」にご注意を！
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講師から紹介された本 あいめっせ
図書情報コーナーにあります

「いまどきの高齢者事情‐ルンルン女性と『ちょい寂』男性」
埼玉県地方自治研究センター「女性行政プロジェクト」

七つ森書館

さ び

この本には、夫亡き後の「ルンルン女性」と妻亡き後の

「ちょい寂男性」が登場します。家制度は廃止されたとはい

え、いまだに家族の中での女性の生

きにくさ、窮屈さ、我慢の生活がひ

しひしと伝わり、ひとりで生きてい

る女性のたくましさも感じられます。

すべての男女がルンルン高齢者と

なるよう、自立していきいきと暮ら

していくことの大切さが学べます。


